
老舗大型百貨店である「横浜髙島屋」は、JRなどの鉄道各線からアクセスが抜群な「横浜駅」直結のランドマーク的な存在である。

水まわりの特長
改修の経緯

「横浜髙島屋」は、1959（昭和34）年に横浜に開業。横浜駅西口発展のきっかけとなった老舗百貨店であり、日本で展開される髙島屋店舗の中でも有数の大規模店である。1996（平成8）年の改修から約30年が経過し、配管や水まわり器具の老朽化が進んでいるトイレの改修を計画。このたび、2Fトイレの改修工事が実施された。改修にあたり、既存トイレ利用者の行動の目視調査を実施。結果から見えた課題を解決し、さらに年齢や性別を問わず、だれもが心地よく利用できるトイレが目指された。「機能性の拡充」「多様性への配慮」「くつろぎ空間」の３つをテーマに掲げ、改修計画を立案。新たな髙島屋トイレにふさわしい最新の器具を、TOTOテクニカルセンター東京にて選定した。

トイレの特長
お客様の年齢層の幅が広いため、全トイレに共通して高齢者やお子様連れ配慮を充実。すべての大便器ブースに、手すりとベビーチェアを設置、男女別トイレそれぞれにベビーカーごと入れる広めのブースが設けられている。さらに、男性トイレの小便器コーナーに間仕切りを設置、女性トイレはお化粧直しがよりしやすくなったスタイリングコーナーや荷物配慮の棚やフックを設けるなど、随所にきめ細やかな配慮がなされている。また、これまで2Fになかったバリアフリートイレを新設し、多様な利用者にも対応している 。トイレのデザインは、グレーのモノトーンでまとめつつ、各所に真鍮のラインがアクセントとして施された、明るく高級感のある上質な空間が創出されている。

改修前のトイレよりもスペースを拡大し、バリアフリートイレを新設。混雑緩和として、女性トイレの大便器ブースを1ヶ所増加。動線が交差せずにスムーズに利用、移動できるレイアウトに変更されている。

建築概要
名称	 横浜髙島屋
所在地	 神奈川県横浜市西区南幸1-6-31
施主	 株式会社 髙島屋
設計	 髙島屋スペースクリエイツ株式会社
施工	 建築　株式会社乃村工藝社
	 設備　株式会社日立プラントサービス
	 　　　株式会社 田丸電機
竣工年月	 （改修）2025年8月
階数	 地下3階、地上8階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュタンク式：UAXC3CSN
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498BYLC
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5534AUY	
ウォシュレット アプリコットP（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5841AUP系
スペア付紙巻器：YH163 R/L S／マイクロ波センサー壁掛小便器セット：UAXU11A
ハイドロセラ・フロアPU：AB690BR／壁掛ハイバック洗面器：LSG125AAR
自動水栓一体形電気温水器：REAH03B1R系／クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC430WJ
コンパクトオストメイトパック：UAS81RSB2NW／フィッティングボード：YKA41R

幅広いお客様に配慮し、全ブースに手すりと呼出ボタン、乳幼児連れに配慮した設備を設置。1ヶ所はベビーカーごと入れる広めのブースとしている。フックを従来よりも多く設置するなど、荷物配慮も拡充している。大便器コーナーの入口に真鍮のゲートを設置することで、ゾーン分けを明確にしている。奥の壁を間接照明で明るくすることで、心理的にも安心して奥のブースへ進めるように配慮がなされている。荷物や顔映りに配慮された、化粧直しがしやすいスタイリングコーナー。隣にはベビーカーを置けるスペースを確保。カウンターの角をクッション材で保護するなど、お子様連れにもきめ細やかに配慮している。

入口には、内部空間や設置している設備がわかる案内図を掲示。またトイレエリアの前に、ショッピング合間の休憩や待ち合わせ場所として利用できるスペースも設けられている。

これまで、2Fには設置されていなかったバリアフリートイレを新設。車いす使用者やお子様連れ、オストメイトなど、多様な利用者に対応できる設備を完備している。大便器は、床の清掃性がよい壁掛大便器セット・フラッシュタンク式を設置。女性トイレ同様、ベビーカーごと入ることができ、乳幼児連れに配慮した広めのブースを1ヶ所用意している。洗面コーナーには、快適に使用できる吸引式のクリーンドライを設置。間仕切りによりプライベート感を演出した小便器コーナーには、空間にあわせて柔らかな曲線基調のマイクロ波センサー壁掛小便器セットを採用した。

清潔感ある、明るい空間。手洗い後、快適に手を乾かせるように、洗面器の間にクリーンドライ（ハンドドライヤー）を設置。個別鏡や荷物棚の真鍮の枠が、高級感のある空間のアクセントになっている。
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2F女性トイレ 
洗面コーナー

清潔感ある、明るい空間。手洗い後、
快適に手を乾かせるように、洗面器の
間にクリーンドライ（ハンドドライヤー）
を設置。個別鏡や荷物棚の真鍮の枠
が、高級感のある空間のアクセントに
なっている。

2F男性トイレ 
洗面・小便器コーナー

洗面コーナーには、快適に使用できる
吸引式のクリーンドライを設置。間仕切
りによりプライベート感を演出した小便
器コーナーには、空間にあわせて柔ら
かな曲線基調のマイクロ波センサー
壁掛小便器セットを採用した。

2F男性トイレ 
大便器ブース

大便器は、床の清掃性がよい壁掛大
便器セット・フラッシュタンク式を設置。
女性トイレ同様、ベビーカーごと入るこ
とができ、乳幼児連れに配慮した広め
のブースを1ヶ所用意している。

2Fバリアフリートイレ これまで、2Fには設置されていなかっ
たバリアフリートイレを新設。車いす使
用者やお子様連れ、オストメイトなど、
多様な利用者に対応できる設備を完
備している。

2Fトイレ入口 入口には、内部空間や設置している
設備がわかる案内図を掲示。またトイ
レエリアの前に、ショッピング合間の休
憩や待ち合わせ場所として利用でき
るスペースも設けられている。

2F女性トイレ 
スタイリングコーナー

荷物や顔映りに配慮された、化粧直
しがしやすいスタイリングコーナー。隣
にはベビーカーを置けるスペースを確
保。カウンターの角をクッション材で保
護するなど、お子様連れにもきめ細や
かに配慮している。

2F女性トイレ 
大便器コーナー

大便器コーナーの入口に真鍮のゲー
トを設置することで、ゾーン分けを明
確にしている。奥の壁を間接照明で明
るくすることで、心理的にも安心して奥
のブースへ進めるように配慮がなされ
ている。

2F女性トイレ 
大便器ブース

幅広いお客様に配慮し、全ブースに
手すりと呼出ボタン、乳幼児連れに
配慮した設備を設置。1ヶ所はベビー
カーごと入れる広めのブースとしてい
る。フックを従来よりも多く設置するな
ど、荷物配慮も拡充している。
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おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュタンク式：UAXC3CSN
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498BYLC
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5534AUY	
ウォシュレット アプリコットP（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5841AUP系
スペア付紙巻器：YH163 R/L S／マイクロ波センサー壁掛小便器セット：UAXU11A
ハイドロセラ・フロアPU：AB690BR／壁掛ハイバック洗面器：LSG125AAR
自動水栓一体形電気温水器：REAH03B1R系／クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC430WJ
コンパクトオストメイトパック：UAS81RSB2NW／フィッティングボード：YKA41R

2Fトイレ図面
改修前のトイレよりもスペースを拡大し、バリアフリートイレを新設。混雑緩和として、
女性トイレの大便器ブースを1ヶ所増加。動線が交差せずにスムーズに利用、移動
できるレイアウトに変更されている。

水まわりの特長
改修の経緯

「横浜髙島屋」は、1959（昭和34）年に横浜に開業。横浜駅西口発展のきっかけと
なった老舗百貨店であり、日本で展開される髙島屋店舗の中でも有数の大規模
店である。1996（平成8）年の改修から約30年が経過し、配管や水まわり器具の老
朽化が進んでいるトイレの改修を計画。このたび、2Fトイレの改修工事が実施され
た。改修にあたり、既存トイレ利用者の行動の目視調査を実施。結果から見えた課
題を解決し、さらに年齢や性別を問わず、だれもが心地よく利用できるトイレが目指
された。「機能性の拡充」「多様性への配慮」「くつろぎ空間」の３つをテーマに掲
げ、改修計画を立案。新たな髙島屋トイレにふさわしい最新の器具を、TOTOテク
ニカルセンター東京にて選定した。

トイレの特長
お客様の年齢層の幅が広いため、全トイレに共通して高齢者やお子様連れ配慮
を充実。すべての大便器ブースに、手すりとベビーチェアを設置、男女別トイレそ
れぞれにベビーカーごと入れる広めのブースが設けられている。さらに、男性トイレ
の小便器コーナーに間仕切りを設置、女性トイレはお化粧直しがよりしやすくなっ
たスタイリングコーナーや荷物配慮の棚やフックを設けるなど、随所にきめ細やか
な配慮がなされている。また、これまで2Fになかったバリアフリートイレを新設し、多
様な利用者にも対応している 。トイレのデザインは、グレーのモノトーンでまとめつ
つ、各所に真鍮のラインがアクセントとして施された、明るく高級感のある上質な空
間が創出されている。

外観 老舗大型百貨店である「横浜髙島
屋」は、JRなどの鉄道各線からアクセ
スが抜群な「横浜駅」直結のランド
マーク的な存在である。
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